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今月の表紙：白山平泉寺の拝殿と美しい苔の絨毯
撮影：舟野 喜代子（北陸ミロク会計人会）　場所：福井県勝山市

マイナンバー制度の課題と解決策
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10
シリーズ企画

北陸会企画
富山の薬の歴史と挑戦

事務所訪問
朝山税理士事務所

第41回 全国統一研修会 四国大会 in松山
開催のご案内

ミロクシステムQ&A
『記帳くん』

リレーエッセイ
北陸ミロク会計人会　常山 明夫

14ミロク会計人会からのお知らせ
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お
接
待
の
心
を“
力
”に
か
え
て
! 

～
世
界
へ
～

第
41
回
全
国
統
一
研
修
会

四
国
大
会

in
松
山

■
日
程

　
平
成
28
年

11
月
17
日（
木
）

■
会
場

　
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

会
場
：
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム（
本
館
4
階
）

演
題
：「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
を
振
り
返
っ
て
」

講
師
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校 

材
料
物
性
工
学
科 

教
授
　

中な
か
む
ら村 

修し
ゅ
う
じ二 

氏

〒
7
9
0–

8
5
2
0
愛
媛
県
松
山
市
一
番
町
3–

2–

1

T
E
L
：
0
8
9–

9
3
3–

5
5
1
1

■
受
付
／
午
後
0
時
30
分
～
午
後
1
時
45
分

■
式
典・基
調
講
演
／
午
後
1
時
45
分
～
午
後
4
時
00
分

■
第
1・2・3
分
科
会
／
午
後
4
時
30
分
～
午
後
6
時
00
分

■
懇
親
パ
ー
テ
ィ
／
午
後
6
時
30
分
～
午
後
8
時
30
分

主
催
：
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

担
当
：
四
国
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

協
賛
：
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

日
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
世
界
を
見
つ
め
、
常
に
最
新
の
情
報
や
知
識
、
技
術
を
皆
様
に
提
供
し
開
催
し
て

き
た
全
国
統
一
研
修
会
。
41
回
目
の
今
回
は
、
事
務
所
の
今
後
の
成
長
戦
略
を
描
く
た
め
の
有
用
な
情
報
、

そ
し
て
顧
問
先
企
業
の
経
営
を
力
強
く
支
援
す
る
た
め
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
研
修
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校 

材
料
物
性
工
学
科 

教
授
で
あ
り
、

高
輝
度
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
・
開
発
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
中
村 

修
二
氏
を
お
招
き
し
、

「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
を
振
り
返
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
分
科
会
は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
・
研
修
委
員
会
の
企
画
・
運
営
の
も
と
、
講
師
に
（
株
）

実
務
経
営
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役
の
中
井 

誠
氏
を
お
招
き
し
、「
変
わ
れ
る
か
? 

会
計
事
務
所
〜
取
り
組
む

べ
き
課
題
〜
未
来
は
明
る
い
!!
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
2
分
科
会
で
は
、
徳
武
産
業
（
株
）
代
表
取
締
役
会
長
の
十
河 

孝
男
氏
に
、「
感
動
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
を
目
指
し
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

第
3
分
科
会
で
は
、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館 

館
長
の
竹
田 

美
喜
氏
に
よ
る
「
子
規
と
漱
石
in
松
山
〜
新
し
い
文
学
の
夜
明

け
〜
」
を
演
題
と
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
統
一
研
修
会
に
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

式典・基調講演
定員／ 800名

参加費無料

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年
、愛
媛
県
生
ま
れ
。79
年
に
徳
島
大
学
工
学
修
士
課
程
を
修
了
後
、日
亜
化
学
工

業（
株
）に
入
社
。92
年
、青
色
に
光
る
イ
ン
ジ
ュ
ー
ム
ガ
リ
ュ
ー
ム
窒
素（
I
n
G
a
N
）の

結
晶
成
長
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
、そ
の
翌
年
に
は
I
n
G
a
N
を
発
光
層
と
す
る
ダ
ブ

ル
ヘ
テ
ロ
構
造
高
効
率
青
色
L
E
D（
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）を
世
界
で
初
め
て
開
発
、製

品
化
し
た
。そ
の
後
、1
9
9
5
年
に
世
界
で
初
め
て
、青
紫
色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
パ
ル
ス

発
振
に
成
功
し
、世
界
で
初
め
て
の
同
レ
ー
ザ
ー
を
製
品
化
に
成
功
。製
品
化
さ
れ
た
L
E
D 

は
、小
型
、長
寿
命
、高
効
率
、環
境
に
優
し
い
な
ど
の
特
長
が
あ
り
、現
在
、屋
外
大
型
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
、各
種
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
、車
載
用
照
明
、屋
内
外
照
明
な
ど
に
広
く

利
用
さ
れ
て
お
り
、青
紫
色
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
は
、高
密
度
記
録
が
可
能
な
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ

ス
ク
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。99
年
に
日
亜
化
学
工
業
を
退
社
し
、2
0
0
0
年
か
ら
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
材
料
物
性
工
学
部
教
授
に
就
任
。14
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
。

●
主
な
受
賞
歴

仁
科
記
念
賞（
1
9
9
6
年
）、英
国
ラ
ン
ク
賞（
1
9
9
8
年
）、 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
メ
ダ
ル
工
学
賞（
2
0
0
2
年
）、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド 

ミ
レ
ニ
ア
ム
技
術
賞（
2
0
0
6
年
）、ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
皇
太
子
賞（
ス
ペ
イ
ン
皇
太
子
賞
） （
2
0
0
8
年
）、ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞（
2
0
1
4
年
）、チ
ャ
ー
ル
ズ
ス
タ
ー
ク
ド
レ
イ
パ
ー
賞（
2
0
1
5
年
）、全
米
発
明
家
殿
堂（
2
0
1
5
年
）、ロ
シ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
賞（
2
0
1
5
年
）
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第 1分科会第 2分科会第 3分科会
定員／300名　参加費無料定員／260名　参加費無料定員／170名　参加費無料

会
場
：
エ
メ
ラ
ル
ド
ル
ー
ム（
南
館
4
階
） 

演
題
：「
変
わ
れ
る
か
? 

会
計
事
務
所
〜
取
り
組
む
べ
き
課
題
〜
未
来
は
明
る
い
!!
」

企
画
・
運
営
／
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
・
研
修
委
員
会

講
師
：
株
式
会
社
実
務
経
営
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役 

　
中な

か

い井 

誠ま
こ
と 

氏

会
場
：
サ
フ
ァ
イ
ア
ル
ー
ム（
南
館
2
階
）

演
題
：「
感
動
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
を
目
指
し
て
」

講
師
：
徳
武
産
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
　
十そ

ご

う河 

孝た

か

お男 

氏

会
場
：
ル
ビ
ー
ル
ー
ム（
本
館
4
階
）

演
題
：「
子
規
と
漱
石
in
松
山
〜
新
し
い
文
学
の
夜
明
け
〜
」

講
師
：
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館 

館
長 
　
竹た

け

だ田 

美み

き喜 

氏

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
情
報
機
器
部
門
の
統
括
部
長
を
経
て
、1
9
9
9
年
、会
計
事
務
所
と
そ
の
先
の
中
小
企
業
の
永
続
と
繁
栄
を
ご
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、（
株
）実
務
経
営
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
。全
国
の
先
進
的
な
経
営
を
目
指
す
会
計
事
務
所
を
対
象
と
し
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や「
事
務
所

経
営
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」を
開
始
し
、17
年
間
で
3
5
0
0
を
超
え
る
会
計
事
務
所
を
訪
問
し
て
い
る
。ま
た
、創
業
と
同
時
に
職
業
会
計
人
の
成
長
と
発
展
を

目
指
す「
実
務
経
営
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、現
在
、全
国
約
1
4
0
0
の
会
計
事
務
所
が
参
加
し
、年
間
1
3
0
回
を
超
え
る
セ
ミ
ナ
ー
・
勉
強
会
を
開
催
し
て

い
る
。さ
ら
に
、全
国
の
会
計
事
務
所
所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
事
務
所
経
営
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
の「
月
刊
実
務
経
営
ニ
ュ
ー
ス
」は
99
年
4
月
に
創
刊
以
来
、

ひ
と
月
も
欠
か
さ
ず
発
行
し
続
け
、通
算
2
0
0
号
を
超
え
、業
界
唯
一
の
月
刊
情
報
誌
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
7
年
、香
川
県
木
田
郡
三
木
町
生
ま
れ
。84
年
、香
川
相
互
銀
行（
現
香
川
銀
行
）、縫
製
メ
ー
カ
ー

を
経
て
徳
武
産
業（
株
）へ
入
社
し
、代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。95
年
に「
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
」を
発
売
し
、

高
齢
者
向
け
の
ケ
ア
シ
ュ
ー
ズ
の
製
造
販
売
を
メ
イ
ン
に
成
長
を
続
け
る
。本
年
2
月
現
在
、販
売
累
計

1
0
0
0
万
足
を
達
成
。2
0
1
1
年
に
藍
綬
褒
章
受
章
。12
年
に
は
、四
国
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た

い
会
社
大
賞「
四
国
経
済
産
業
局
長
賞
」、日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞「
審
査
委
員
会
特
別

賞
」を
相
次
い
で
受
賞
。13
年
、グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
大
賞「
特
別
賞
」受
賞
。15
年
8
月
、代
表
取
締
役
会
長

に
就
任
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
4
6
年
、愛
媛
県
生
ま
れ
。72
年
に
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
を
修
了
し
、75
年
か
ら
2
0
0
6
年
ま
で

私
立
済
美
高
等
学
校
、済
美
平
成
中
等
教
育
学
校
で
教
諭
を
務
め
る
。そ
の
間
、85
年
か
ら
00
年
ま
で
愛
媛

大
学
に
て
非
常
勤
講
師
を
兼
職
。ま
た
、05
年
4
月
か
ら
07
年
3
月
に
は
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
の
副

館
長
を
任
命
さ
れ
、07
年
4
月
よ
り
同
館
長
と
な
る
。

受
賞
歴
・
著
書
／
2
0
1
1
年
、『
竹
田
美
喜
の
万
葉
恋
語
り
』（
創
風
社
出
版
）で
愛
媛
出
版
文
化
賞
受
賞
、

『
愛
媛
文
学
叢
書
5
愛
媛
文
学
手
鏡
』（
共
著
、青
葉
図
書
）、『「
な
じ
み
集
」複
製
版
解
説
』（
松
山
市
立
子
規

記
念
博
物
館
）、『「
な
じ
み
集
」翻
刻
版
』（
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
）な
ど

●
3
日
間
旅
行
コ
ー
ス

日
程
／
平
成
28
年
11
月
18
日（
金
）

　
　
　
～
20
日（
日
）

●
1
日
旅
行
コ
ー
ス

日
程
／
平
成
28
年
11
月
18
日（
金
）

※
旅
程
は
次
号
に
て
紹
介
し
ま
す

日
程
／
平
成
28
年
11
月
18
日（
金
）

会
場
／
愛
媛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

〒
7
9
1–

3
3
4
1

愛
媛
県
喜
多
郡
内
子
町
論
田
9
5
0

※
定
員
1
0
0
名

日
程
／
平
成
28
年
11
月
17
日（
木
）　

　
　
　
午
後
0
時
30
分
～
午
後
7
時

会
場
／
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
横 

特
設
会
場（
本
館
4
階
）

懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

第
4
回
郷
土
物
産
展

記
念
旅
行
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6
士
業
に
よ
る
合
同
会
社
で

〝
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
〞を
提
供

―
朝
山
先
生
は
士
業
で
チ
ー
ム

を
組
む
合
同
会
社
A
N
T
H
E
M

（
ア
ン
セ
ム
）
の
代
表
も
務
め
て
い
ま

す
が
、
こ
ち
ら
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
立
ち
上
げ
た
の
で
す
か
。

朝
山 

茂
樹
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

私
は
30
歳
の
と
き
に
税
理
士
登
録

を
果
た
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
か

ら
「
こ
れ
か
ら
は
税
務
会
計
業
務
だ

け
で
は
顧
問
先
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

は
お
ろ
か
、
新
規
顧
客
を
獲
得
で
き

な
い
」
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、2
0
0
7
年
に
同

世
代
の
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
税
理

士
ら
と
と
も
に
ア
ン
セ
ム
を
立
ち
上

げ
た
の
で
す
。
翌
年
に
は
社
会
保
険

労
務
士
も
加
わ
り
、
私
が
行
政
書
士

の
資
格
を
保
有
し
て
い
た
の
で
、
ま

ず
5
士
業
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
ア
ン
セ
ム
で
は
ど
の
よ
う
な
業

務
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

朝
山　

企
業
会
計
・
企
業
法
務
は
一

人
の
専
門
家
の
力
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
ほ
ど
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ア
ン
セ
ム
で
は
各
士
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し

て
、
会
社
設
立
、
経
営
相
談
、
資
金

繰
り
、
決
算
、
事
業
承
継
と
い
っ
た

経
営
に
関
わ
る
一
連
の
業
務
を
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
支
援
す
る
よ
う
に
し
て

　福井県福井市に事務所を構える朝山税理士事務所。
6 士業での連携を軸とした事務所経営を実践しており、最近では東京の芸能関係者とのつながりにも力を入れています。
白を基調にしたスタイリッシュなデザインの事務所を訪問し、朝山 茂樹先生に昨今の取り組みについて伺いました。

「出会い」と「ご縁」を大切に
6士業によるネットワークで顧問先を全力サポート

所在地 福井県福井市文京7丁目19-6
TEL 0776-29-0303
FAX 0776-29-0160
設立 1975年
職員数 9名（資格者：税理士2名、行政書士2名、
 社会保険労務士1名）
導入システム／ACELINK NX-Pro

事 務 所 訪 問

朝山税理士事務所

福井県福井市
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い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
な
業

務
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所

が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ア
ン
セ
ム
自
体
は
紹
介
窓
口
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
形
で

す
。
ち
な
み
に
ア
ン
セ
ム
を
設
立
し

た
頃
に
は
、
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
が
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

た
ち
は
そ
れ
以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

大
切
に
し
て
〝
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
〞
を
目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
、
公
認
会
計
士
も
仲

間
に
入
れ
て
社
団
法
人
な
ど
の
公
益

法
人
の
相
談
等
も
受
け
ら
れ
る
体
制

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

―
設
立
後
、
ア
ン
セ
ム
は
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
か
。

朝
山　

当
時
、
若
手
の
士
業
に
よ
る

異
業
種
連
携
が
珍
し
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
設
立
当
初
か
ら
地
元
テ
レ
ビ
、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど

か
ら
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
P
R
活
動
に

力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
次
々
と
相
談

が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
当
時
の

相
談
の
多
く
は
新
規
開
業
、
法
律
相

談
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
し
た
の
で
、

自
然
と
各
事
務
所
の
新
規
の
顧
問
先

が
増
加
し
、
当
事
務
所
で
い
う
と
現

在
の
新
規
顧
問
先
の
7
〜
8
割
が
私

の
代
に
な
っ
て
か
ら
の
と
こ
ろ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

―
他
士
業
と
の
連
携
に
は
難
し
い

部
分
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
成
功
の
秘
訣
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
。

朝
山　

も
と
も
と
メ
ン
バ
ー
の
相
性

が
良
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
が
、

そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
案

件
に
対
す
る
報
酬
を
明
確
に
決
め
て

お
い
た
こ
と
も
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア

ン
セ
ム
で
は
弁
護
士

が
メ
イ
ン
と
な
る
業

務
を
引
き
受
け
た
場

合
、
報
酬
の
90
％
が

該
当
す
る
法
律
事
務

所
、
5
％
が
ア
ン
セ

ム
、
残
り
の
5
％
を

他
の
メ
ン
バ
ー
で
分

け
る
と
い
う
形
に
し
て
い
ま
す
。
実

際
に
業
務
を
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
以
外

に
も
フ
ィ
ー
が
行
き
渡
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
継
続
性
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
事
務
所
間
で
の
交
流
な
ど
も
行

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

朝
山　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
お
互
い
の

ス
キ
ル
を
高
め
、
異
分
野
の
仕
事
ぶ

り
や
専
門
知
識
を
得
る
た
め
に
、
積

極
的
に
事
務
所
同
士
の
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
提
携
先
の

法
律
事
務
所
や
司
法
書
士
事
務
所
、

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
の
職
員
た

ち
と
一
緒
に
意
見
交
換
会
や
食
事
会

を
催
し
て
、
お
互
い
の
知
恵
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
士
業
の
事
務
所
は
ど
う
し
て
も

専
門
分
野
の
み
に
特
化
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
こ
う
す
る
こ
と
で
職

員
一
人
ひ
と
り
が
幅
広
い
知
見
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
い
ざ
と
い

う
時
は
ア
ン
セ
ム
を
活
用
す
れ
ば
い

い
と
身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

正
確
な
業
務
と
ア
ド
バ
イ
ス
で

芸
能
界
と
の
パ
イ
プ
を
強
化

―
最
近
、
朝
山
先
生
は
東
京
の
芸

能
関
係
の
仕
事
に
も
携
わ
っ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

朝
山　

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
税
務
調

査
を
き
っ
か
け
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

2
0
1
0
年
頃
か
ら
東
京
の
芸
能
関

係
の
事
務
所
と
顧
問
契
約
を
結
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
事
務
所
の

経
営
者
が
福
井
県
出
身
と
い
う
こ
と
、

娘
さ
ん
が
大
手
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

現
役
ア
イ
ド
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

お
互
い
に
福
井
を
元
気
に
し
た
い
と

い
う
思
い
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

―
芸
能
関
係
と
な
る
と
通
常
の
事

業
者
と
は
異
な
る
部
分
も
多
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。

朝
山　

そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
最
初

の
頃
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
資
金
の
流
れ
を
つ
ぶ

さ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
う
ち
に
、

芸
能
界
の
慣
例
や
資
金
の
流
れ
な
ど

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
今
で
は
そ
の
事
務
所
以

外
に
も
芸
能
関
係
の
顧
問
先
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。―

税
務
会
計
以
外
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

朝
山　

芸
能
関
係
で
あ
っ
て
も
、
顧

問
先
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
こ
と
で

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

顧
問
先
が
大
規
模
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
主
催
し
た
際
に
は
次
の
よ

う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
出

演
者
で
あ
る
モ
デ
ル
た
ち
に
ス
ポ
ン

サ
ー
の
商
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

れ
ば
、
自
然
と
モ
デ
ル
た
ち
が
ブ
ロ

グ
や
S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
で
そ

の
商
品
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、

ス
ポ
ン
サ
ー
の
満
足
度
が
高
ま
る
の

で
は
な
い
か
、
と
。
そ
の
予
測
は
見

事
に
的
中
し
、
多
く
の
モ
デ
ル
が
そ

の
商
品
を
ブ
ロ
グ
や
S
N
S
な
ど
で

取
り
上
げ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
芸
能
関
係
な
ら
で
は
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
だ
っ
た
と
思
い 白を基調とし、すっきりした印象の執務室

アンセムのメンバー。左から司法書士
の方、公認会計士の方、社会保険労務
士の方、弁護士の方、朝山先生（税理士・
行政書士）
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事 務 所 訪 問

「出会いとご縁を何よりも大切にしています」と語る朝山 茂樹先生

…
」
と
い
っ
た
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

掲
げ
て
い
ま
す
。
実
際
、
ア
ン
セ
ム

で
成
功
し
た
こ
と
も
芸
能
関
係
の
仕

事
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
す

べ
て
は
出
会
い
と
ご
縁
、
そ
し
て
お

客
様
を
大
切
に
し
て
き
た
結
果
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

思
い
を
職
員
全
員
と
共
有
し
な
が
ら

事
務
所
経
営
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
芸
能
関
係
の
案
件
の
増
加
と
と

も
に
東
京
出
張
の
頻
度
も
多
く
な
っ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
朝
山
先
生

の
不
在
時
に
は
、
ど
の
よ
う
に
事
務

所
の
業
務
は
回
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

朝
山　

ま
さ
に
そ
れ
を
次
の
課
題
と

捉
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
事
務
所
は

私
を
含
め
て
全
員
で
9
名
と
い
う
体

制
で
す
が
、
私
が
事
務
所
に
い
な
く

て
も
、
い
る
と
き
と
変
わ
ら
な
い
よ

う
に
業
務
が
回
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。―

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

実
践
し
て
い
ま
す
か
。

朝
山　

ま
ず
は
職
員
の
思
い
を
知
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
、
年
に
3
回
、
ボ
ー

ナ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
職
員
一
人
ひ

と
り
と
面
接
し
て
、
言
い
た
い
こ
と

を
言
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
3
年
ほ
ど
前

か
ら
始
め
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は

ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
当
た
り
障
り
の

な
い
こ
と
ば
か
り
を
言
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く

少
し
ず
つ
本
音
が
聞
け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
一
人

ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
高
い
事
務
所
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
事
務
所
が
真
新
し
く
ス
タ
イ
リ

ッ
シ
ュ
で
す
が
、
い
つ
頃
、
建
て
ら

ま
す
。

―
芸
能
関
係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
て
良
か
っ
た
点
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
。

朝
山　

福
井
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
芸

能
人
を
呼
び
や
す
く
な
っ
た
の
は
も

ち
ろ
ん
、
顧
問
先
を
通
じ
て
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

時
折
、
職
員
や
顧
問
先
に
チ
ケ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
私
自
身
、
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
で
セ
ン
ス
溢
れ
る
芸
能
関
係

者
や
芸
能
人
の
方
々
と
の
時
間
を
共

有
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
大
い
に

刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

一
箇
所
で
事
務
所
運
営
を
行
い

さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
た
い

―
事
務
所
経
営
の
モ
ッ
ト
ー
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

朝
山　
「
こ
の
出
会
い
を
い
つ
ま
で
も

大
切
に
」「
出
会
い
が
ご
縁
の
第
一

歩
」「
す
べ
て
は
お
客
様
の
た
め
に

れ
た
の
で
す
か
。

朝
山　

1
年
ほ
ど
前
に
建
て
た
の
で

す
が
、
い
ず
れ
は
提
携
事
務
所
と
と

も
に
一
箇
所
で
事
務
所
運
営
を
行
い
、

こ
こ
は
自
宅
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ア
ン
セ

ム
の
提
携
事
務
所
と
よ
り
密
な
連
携

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
お
互

い
の
課
題
や
悩
み
な
ど
を
共
有
し
、

解
決
に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
ら
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　朝山税理士事務所は朝山先生の父上が開業した事務所

ですが、朝山先生は当初、税理士になるつもりも、事務所を

継ぐつもりもなかったそうです。ところが、大学に通っていた

時にとある事情で母上から「事務所のことも考えて将来的に

戻るつもりはないのか？」と言われ、税理士の道を歩むことを

決意したといいます。そして、東京の専門学校や大学院で

学んだ後に福井に戻ることに。それからは父上の事務所で

働きながら、夜には福井県立大学大学院で経営学などを学び、

2002年、30歳の時に税理士登録を果たしました。
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※1「医薬品及び医薬部外品の製
造管理及び品質管理の基準」を指
す略称。①製造段階でのヒューマ
ンエラーを最小限に抑えること、
②汚染および品質低下を防止する
こと、③より高度な品質を保証す
るシステムを設計することなどが
義務付けられており、それぞれ厳
密なルールが設けられている
※2事業化、製品化の可能性のあ
る技術やノウハウ

成
長
し
続
け
る
富
山
の
医
薬
品
産
業

富
山
県
は
江
戸
時
代
よ
り
医
薬
品

産
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
各
医
薬
品
製
造
業

者
は
高
度
成
長
期
を
経
て
導
入
さ

れ
た
国
民
皆
保
険
制
度
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
制
度
の
変
化
に
合
わ

せ
、
医
療
用
医
薬
品
（
新
薬
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
や
一
般
用
医
薬

品
（
O
T
C
医
薬
品
）、
特
殊
製
剤

の
製
造
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
富
山
県
内
に

は
約
80
社
の
メ
ー
カ
ー
と
1
0
0

を
超
え
る
製
造
所
が
集
積
す
る
ま
で

に
な
り
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生

産
拠
点
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
高
い
技
術
力
と
G
M
P（Good 

M
anufacturing Practice

）  

※ 

1
遵

守
へ
の
意
識
、
そ
し
て
独
自
の
強
み

を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品

関
連
産
業
の
集
積
も
富
山
県
の
強
み

の
一
つ
で
す
。
富
山
県
で
は
長
年
に

わ
た
っ
て
医
薬
品
製
造
業
が
根
付
い

て
き
た
た
め
、
容
器
、
印
刷
、
包
装

資
材
、
さ
ら
に
は
卸
売
業
や
運
輸
・

倉
庫
業
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
関
連

事
業
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
富
山
県
な
ら
で
は
の
強

み
に
加
え
、2
0
0
5
年
に
施
行
さ

れ
た
薬
事
法
改
正
も
追
い
風
と
な
り

ま
し
た
。
医
薬
品
製
造
の
完
全
委
受

託
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医

薬
品
製
造
業
者
が
自
社
の
強
み
を
生

か
し
、
大
手
国
内
医
薬
品
企
業
か
ら

の
受
託
製
造
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
医
薬
品

生
産
額
が
全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
富
山
県
の
医
薬
品
生
産
額
は

05
年
に
は
約
2
6
3
6
億
円
で
全
国

第
8
位
で
し
た
が
、
14
年
に
は
約

6
1
6
3
億
円
と
な
り
、
全
国
第

2
位
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
の
産
業
分
類
別
製
造
品
出
荷
額

で
は
医
薬
品
産
業
が
1
位
と
な
る
な

ど
、
ま
さ
に
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

薬
都
と
や
ま
を
支
え
る

富
山
県
の
取
り
組
み

医
薬
品
産
業
を
後
押
し
す
る
た

め
、
富
山
県
で
は
、
県
薬
事
研
究
所

に
お
け
る
「
製
剤
開
発
・
創
薬
研
究

支
援
ラ
ボ
」
の
設
置
や
ス
イ
ス
の
バ

ー
ゼ
ル
地
域
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ

て
、
県
内
の
製
薬
企
業
の
製
造
技
術

力
の
強
化
や
研
究
開
発
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の

大
学
や
企
業
に
あ
る
優
れ
た
シ
ー
ズ

 

※ 

2
の
育
成
を
促
進
す
る
「
薬
都
と
や

ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

も
展
開
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
は
、

付
加
価
値
の
高
い
小
児
用
医
薬
品
な

ど
の
開
発
を
促
進
す
る
「
薬
都
と
や

ま
・
こ
ど
も
医
薬
品
開
発
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

一
方
、
薬
草
に
注
目
し
た
取
り
組

み
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が

県
薬
事
研
究
所
、
県
薬
用
植
物
指
導

セ
ン
タ
ー
、
富
山
大
学
和
漢
医
薬
学

　
「
越
中
富
山
の
く
す
り
」は
江
戸
時
代
よ
り「
配
置
薬
」の
仕
組
み
と
と
も
に
、全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
成
長
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
富
山
県
医
薬
品
製

造
業
は
新
し
い
技
術
に
よ
る
医
薬
品
の
開
発
や
品
質
の
向
上
に
努
め
て
お
り
、医
療
用
を
は
じ
め
、一
般
用
、配
置
用
の
医
薬
品
を
国
内
外
に
供
給
し
て
い
ま
す
。そ
こ

で
、今
号
で
は
富
山
県
に
お
け
る
医
薬
品
産
業
の
現
状
と
老
舗
の
製
薬
メ
ー
カ
ー
で
あ
る（
株
）広
貫
堂
様
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ま
ず
は
富
山
県
厚
生
部

く
す
り
政
策
課
の
仁
木 

良
市
振
興
開
発
班
長
に
、富
山
県
の
医
薬
品
産
業
の
現
状
と
富
山
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

富
山
の
薬
の
歴
史
と
挑
戦

北
陸
会
企
画

総
合
研
究
所
で
進
め
て
い
る
「
富
山

ブ
ラ
ン
ド
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」
の
開
発
で

す
。
県
内
の
薬
用
植
物
の
栽
培
促
進

を
目
指
し
て
、
代
表
的
な
生
薬
の
一

つ
で
あ
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク
に
注
目
し
、

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
と
海
外
に
お
け

る
販
路
開
拓
の
た
め
の
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
県
で

は
14
年
度
に
富
山
県
薬
用
作
物
実
用

化
研
究
会
を
設
置
し
、
県
内
に
お
け

る
薬
用
作
物
の
栽
培
振
興
や
関
連
商

品
の
開
発
、
医
療
に
応
用
す
る
た
め

の
調
査
検
討
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

6
月
9
日
に
は
独
立
行
政
法

人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

（
P
M
D
A
）
北
陸
支
部
が
開
所
し
、

く
す
り
政
策
課
内
に
同
支
部
と
ア
ジ

ア
医
療
品
・
医
療
機
器
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
研
修
所
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
政
府
関
係
機
関
と
も
連
携
し

て
、
今
後
も
県
と
し
て
積
極
的
に
富

山
県
の
医
薬
品
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
山
県 

厚
生
部
く
す
り
政
策
課 

振
興
開
発
班
長
　
仁
木 

良
市 

様

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①

図 1　富山県の医薬品生産金額
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9年間で
2倍以上に成長！
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岩城 裕一・総務人事部長

城石 修・常勤顧問

て
「
反
魂
丹
役
所
」
を
運
営
す
る
な

ど
、
薬
業
の
保
護
育
成
に
力
を
入

れ
、
明
治
元
年
に
は
1
0
0
種
の

薬
を
取
り
扱
う
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ

て
反
魂
丹
役
所
は
閉
鎖
と
な
り
、
新

政
府
が
売
薬
規
制
法
を
制
定
し
て
漢

方
売
薬
を
廃
止
に
追
い
込
ん
だ
こ
と

か
ら
、
富
山
藩
の
薬
業
は
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、3
0
0
名
を
超
え
る
売
薬
た
ち

は
一
丸
と
な
っ
て
資
金
を
持
ち
寄
り
、

1
8
7
6
年
（
明
治
9
年
）
に
「
売

薬
結
社
広
貫
堂
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
が
現
在
の
広
貫
堂
の
ル
ー
ツ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
広
貫
堂

と
い
う
名
称
は
、
正
甫
公
の
「
広
く

救
療
の
志
を
貫
通
せ
よ
」
と
い
う
訓
示

に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
後
、
当
社
は
従
来
の
配
置
薬
事

業
と
自
社
製
品
の
製
造
販
売
を
両
輪

と
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
現
在

も
創
業
時
か
ら
続
い
て
い
る
生
薬
由

来
の
成
分
を
生
か
し
た
薬
づ
く
り
を

続
け
て
お
り
、
強
心
薬
の
「
六ろ

く
し
ん
が
ん

神
丸
」、

胃
腸
薬
の
「
熊ゆ
う
た
ん
え
ん

膽
圓
」、
和
漢
生
薬
製

剤
の
「
赤
玉
は
ら
薬ぐ

す
り」

な
ど
の
看
板

製
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
依
然
と
し
て
事
業
の
中
心

に
は
配
置
薬
を
据
え
て
い
ま
す
。
配

送
部
門
は
グ
ル
ー
プ
会
社
が
一
手
に

担
い
、
24
カ
所
の
拠
点
を
通
じ
て
、

3
0
0
種
に
も
上
る
医
薬
品
を
全
国

各
地
の
企
業
や
家
庭
に
安
定
供
給
し

続
け
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
転
換
し
て

一
般
用
医
薬
品
や
健
康
食
品
も
展
開 

と
は
い
え
、
長
い
歴
史
の
中
で
、

当
社
は
数
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て

き
ま
し
た
。
例
え
ば
1
9
4
5
年
に

は
戦
災
に
よ
っ
て
本
社
と
工
場
が
全

焼
し
て
し
ま
い
、
し
か
も
し
ば
ら
く

の
間
、
原
料
不
足
な
ど
に
悩
ま
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
で
社

員
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
、
ど
う

に
か
こ
の
窮
地
を
切
り
抜
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
薬
局
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
が
各
地
に
増
え
た
こ
と
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
ど
こ
で
も
薬
を
気

軽
に
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
配
置
薬
の
ニ
ー
ズ
が
急

激
に
減
少
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

事
実
、
配
置
薬
の
売
り
上
げ
も
こ
こ

10
数
年
で
約
2
分
の
1
に
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
だ
け
で
は
生
き
残
れ
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
社
の
塩
井 

保
彦
社

長
は
2
0
0
0
年
頃
か
ら
製
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
の
多
様
化
と
一
般
用
医
薬

品
の
製
造
を
進
め
る
た
め
の
設
備
投

資
を
行
い
、
一
般
用
医
薬
品
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
（
P
B
）
製
品
、

ド
リ
ン
ク
剤
な
ど
の
製
造
に
力
を
入

れ
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
結
果
、

03
年
に
立
ち
上
げ
た
滑
川
工
場
で
は

ド
リ
ン
ク
剤
を
年
間
1
億
本
生
産
し

て
い
る
ほ
か
、
10
年
に
立
ち
上
げ
た

呉
羽
工
場
で
は
大
ロ
ッ
ト
の
錠
剤
な

ど
の
ラ
イ
ン
に
対
応
し
、
自
社
製
品

の
ほ
か
、
大
手
企
業
の
P
B
製
品
も

製
造
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
売
り
上
げ
が
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
生
薬
由
来
の
薬
に
関
し

て
は
選
択
と
集
中
を
行
っ
て
い
き
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
多
く
の
お
客
様

に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
薬
を

簡
単
に
な
く
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
選
択
か
ら

漏
れ
た
薬
に
つ
い
て
も
、
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
化
を
進
め
る
こ
と
で
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
を
図
り
、
で
き
る
限
り
製

品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
塩
井
社

長
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

株
式
会
社
広
貫
堂 

総
務
人
事
部
長
　
岩
城 

裕
一 

様

常
勤
顧
問
　
　
　
城
石 

修   

様

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②

「
先
用
後
利
」
の
思
想
が
育
ん
だ

配
置
薬
と
い
う
日
本
独
自
の
仕
組
み

当
社
は
1
8
7
6
年
（
明
治
9

年
）
に
創
業
し
て
以
来
、「
富
山
の

薬
売
り
」
の
商
法
「
先せ

ん
よ
う
こ
う
り

用
後
利
」（
病

を
治
す
の
が
先
で
利
は
後
で
良
い
）

を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
、
こ
の
「
先
用
後
利
」
と
い

う
考
え
方
の
背
景
に
は
富
山
藩
主
の

前
田
正ま
さ
と
し甫

公
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
配
置
薬
（
配
置
家
庭
薬
業
）
と
い

う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
発
祥
は
、
江
戸
城
で
急
病

を
患
っ
た
三
春
藩
（
現
・
福
島
県
）

主
に
、
正
甫
公
が
持
参
し
て
い
た

「
反は
ん
ご
ん
た
ん

魂
丹
」
を
渡
し
た
と
こ
ろ
病
状

が
回
復
し
、
そ
の
薬
効
が
全
国
に
知

れ
渡
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
正
甫
公
は
製
薬
に
力
を
入

れ
始
め
る
と
と
も
に
、
全
国
に
売
薬

（
富
山
の
薬
売
り
）
を
派
遣
し
、「
先

用
後
利
」
と
い
う
販
売
ス
タ
イ
ル
の

配
置
薬
を
広
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
も
歴
代
の
富
山
藩
主
は
配

置
家
庭
薬
の
保
護
・
統
制
機
関
と
し
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①昭和天皇をお迎えした際にお座りいただいたという椅子　②本社社屋には
第14代富山藩主、前田利男氏直筆の看板が掲出されている　③貴重な資料を
多数展示している広貫堂資料館　④配置薬で服用高を記すために使われてい
た懸場（かけば）帳　⑤館内には、前田正甫公が反魂丹を広めたエピソードを
再現した人形も展示されている　⑥同社の看板製品

改
革
も
必
要
で
し
た
。
そ
の
一
つ
が

役
員
構
成
の
変
更
で
す
。
従
来
、
当

社
の
役
員
は
売
薬
関
係
者
が
占
め
て

い
ま
し
た
が
、
別
分
野
の
社
外
役
員

も
入
れ
る
こ
と
で
、
配
置
薬
以
外
の

事
業
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
当
然
、
そ
の
際
に
は

大
き
な
反
発
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
従

来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
捉
わ
れ
て

い
る
旧
体
制
で
は
危
機
を
乗
り
切
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
考
え
た
塩
井

社
長
は
第
三
者
割
当
増
資
な
ど
を
行

い
、
売
薬
関
係
者
に
依
存
し
て
い
た

体
質
を
変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ

う
す
る
こ
と
で
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

整
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
変
化
と
と
も

に
さ
ら
な
る
品
質
管
理
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。G
M
P
へ
の
対
応
も

そ
の
一
つ
で
、
厳
密
に
設
け
ら
れ
た

ル
ー
ル
は
薬
事
法
の
改
正
と
と
も
に

変
わ
る
の
で
す
が
、
当
社
で
は
そ
の

都
度
、
設
備
や
生
産
管
理
な
ど
の
見

直
し
を
行
い
、
最
新
の
G
M
P
を
し

っ
か
り
と
遵
守
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。

他
方
、
配
置
薬
の
売
り
上
げ
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
東
洋
医
学
の
本

来
の
持
ち
味
で
あ
る
「
医
食
同
源
」

と
い
う
考
え
方
に
は
寄
り
添
い
続
け

て
い
ま
す
。
当
社
で
は
病
を
治
す
た

め
の
薬
だ
け
で
な
く
、
病
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
考
え
方
に
も
力
点
を
置

き
、
健
康
食
品
や
医
薬
部
外
品
な
ど

の
製
造
も
行
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま

た
、
最
近
で
は
生
薬
の
成
分
を
生
か

し
た
化
粧
品
の
製
造
販
売
な
ど
に
も

力
を
入
れ
、
新
た
な
分
野
で
の
販
路

開
拓
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

健
康
食
品
な
ど
を
皮
切
り
に

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
に
も
挑
戦　
　

国
内
の
販
路
開
拓
と
と
も
に
、
当

社
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
も
展
開
中

で
す
。
11
年
に
は
韓
国
、
13
年
に
バ

ン
コ
ク
と
香
港
、
14
年
に
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
に
販
売
拠
点

を
設
け
、
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国

に
よ
っ
て
製
薬
や
薬
の
販
売
に
関
す

る
ル
ー
ル
が
異
な
る
た
め
、
現
地
で

の
製
造
は
も
ち
ろ
ん
、
輸
出
や
販
売

の
許
可
を
得
る
の
に
も
非
常
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
は
薬

以
外
の
健
康
食
品
や
清
涼
飲
料
水
な

ど
を
輸
出
し
、
徐
々
に
広
貫
堂
の
知

名
度
を
高
め
、
実
績
を
積
み
上
げ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
息
の
長
い
話
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
海
外
に
お
い
て

も
確
実
に
当
社
の
製
品
が
必
要
と
さ

れ
る
日
が
来
る
と
信
じ
て
、
着
実
に

歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
海
外
に
お
い
て
配
置
薬
と

い
う
我
々
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
仕
組
み

の
普
及
に
も
力
を
入
れ
続
け
て
い
ま

す
。
す
で
に
モ
ン
ゴ
ル
、
タ
イ
な
ど

で
は
政
府
と
連
携
し
な
が
ら
、
配
置

薬
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
努
め
た
実
績

が
あ
り
、
と
り
わ
け
遊
牧
民
が
多
く
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
薬
局
が
ほ
と
ん

ど
な
い
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
は
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
す
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

発
展
途
上
国
な
ど
で
は
「
先
用
後

利
」
の
精
神
が
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し

て
役
立
つ
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
日
本
独
自
の

仕
組
み
を
積
極
的
に
普
及
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

当
社
は
時
代
、
時
代
に
応
じ
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
こ
と
で
現
在

ま
で
事
業
を
継
続
し
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統
に

固
執
す
る
こ
と
な
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
大
切
に
し
た
経
営
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
課
題
と
解
決
策

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
昨
年
10
月
に
施
行
、本
年
1
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、会
計
事
務
所
や
顧
問
先
企
業
に
お
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
課
題
が
浮
上
し
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、本
企
画
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
実
施
し
て
分
か
っ
て
き
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、内
閣
官
房
社
会
保
障
改
革
担
当
室
の
岡
本 

憲
治
主
査
と
日
本
税
理
士
会
連
合
会
の
北
條 

諭
常
務
理
事
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

も
に
、
シ
ス
テ
ム
面
で
▽
従
来
ど
お

り
各
行
政
機
関
の
個
人
情
報
は
、
各

行
政
機
関
（
国
税
庁
、
市
町
村
等
）

で
分
散
し
て
管
理
す
る
こ
と
と
し
、

同
じ
と
こ
ろ
で
一
元
管
理
を
行
わ
な

い
▽
各
行
政
機
関
の
間
で
情
報
の
や

り
取
り
を
す
る
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
で
は
な
く
暗
号
化
さ
れ
た
符
号
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仮
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
悪
用
し
情
報
を
抜
き
出

そ
う
と
し
て
も
、
個
人
情
報
が
芋
づ

る
式
に
抜
き
出
せ
な
い
仕
組
み
と
す

る

―
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
お
り
、 

な
り
す
ま
し
に
よ
る
給
付
の
不
正
受

給
と
い
っ
た
実
際
の
被
害
は
特
段
生

じ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
そ
の
も
の
が
き
ち
ん

と
一
般
の
方
々
に
浸
透
す
る
か
ど
う

世
代
別
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

広
報
し
、
周
知
徹
底
を
図
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
開
始
さ
れ

る
前
は
、
国
家
に
よ
っ
て
情
報
が
一

元
管
理
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
（
国

家
に
よ
る
監
視
）、
集
約
さ
れ
た
情
報

が
漏
え
い
す
る
の
で
は
な
い
か
、
な

り
す
ま
し
に
よ
る
被
害
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
懸

念
に
対
し
て
は
、
法
律
の
規
定
に
よ

っ
て
▽
利
用
範
囲
を
社
会
保
障
や
税
、

災
害
の
分
野
に
限
定
す
る
▽
不
当
行

為
を
抑
止
す
る
た
め
の
罰
則
を
整
備

す
る
▽
独
立
性
を
有
す
る
三
条
委
員

会
で
あ
る
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が

監
視
・
監
督
を
行
う

―
な
ど
と
と

か
と
い
っ
た
懸
念
も
あ
っ
た
の
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
広
報
に
当
た
っ
て

は
世
代
別
に
多
様
な
手
段
を
用
い
て

い
ま
す
。
例
え
ば
若
者
に
対
し
て

は
、
若
手
タ
レ
ン
ト
を
起
用
し
た
テ

レ
ビ
C
M
や
ウ
ェ
ブ
広
告
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
使

っ
た
広
報
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
高
学
年
か
ら
高
校
生
に
対
し
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
分

か
り
や
す
い
冊
子
を
作
成
し
、
全
国

の
学
校
に
配
付
し
ま
し
た
。
ほ
か
に

も
、
今
年
の
4
〜
5
月
に
は
山
手
線

を
は
じ
め
と
し
た
全
国
の
電
車
で
車

両
を
包
む
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
中
吊
り
広

告
を
展
開
し
、
新
社
会
人
や
学
生
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
関
す
る
知
識
を
Q
＆
A
形
式
で
紹

介
し
ま
し
た
。
事
業
者
の
方
々
に
対

し
て
は
、
経
済
団
体
や
日
本
税
理
士

会
連
合
会
様
、
全
国
社
会
保
険
労
務

士
連
合
会
様
な
ど
各
種
団
体
の
協
力

も
得
つ
つ
、
動
画
D
V
D
や
小
規
模

事
業
者
向
け
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な

ど
わ
か
り
や
す
い
広
報
資
料
を
提
供

し
て
お
り
、
講
師
派
遣
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
か
た
る
詐
欺

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
費

者
庁
や
警
察
庁
な
ど
関
係
省
庁
と
も

連
携
し
な
が
ら
新
聞
広
告
や
テ
レ
ビ

C
M
な
ど
で
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運
用
を
通
じ
て
生
じ
た
課
題
と

そ
の
現
状
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
、
政
府
と
し
て
円
滑

な
制
度
導
入
に
向
け
た
広
報
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
世
の
中

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
順
調
に
制

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
間
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
通
知
は
ほ
ぼ
完
了
し
、

カ
ー
ド
申
請
件
数
に
つ
い
て
も
順
調

に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
実
務
面
で

は
本
年
1
月
以
降
、
国
民
の
皆
様
が

勤
務
先
や
金
融
機
関
な
ど
に
対
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供
い
た
だ
く
と

い
う
場
面
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

こ
ち
ら
も
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
進

ん
で
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
実
務
を
進
め
る
う
ち

に
い
く
つ
か
の
課
題
が
生
じ
て
い
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
市
町
村

で
の
窓
口
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
と

い
っ
た
こ
と
が
原
因
で
申
請
を
い
た

だ
い
て
か
ら
交
付
ま
で
に
相
当
な
時

間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
り
、
カ
ー
ド

交
付
の
本
格
化
と
住
民
移
動
の
繁
忙

期
が
重
な
り
、
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク
セ

ス
障
害
が
生
じ
た
り
と
い
っ
た
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
他
方
、
市
町

村
で
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
本
庁
以
外
の
出
張
所
な
ど
で
カ

ー
ド
の
受
け
取
り
が
で
き
ず
、
市
民

の
方
に
不
便
が
生
じ
て
い
た
事
例
が

あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
巡
る
実

務
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
本
人

［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
1
］
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用
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に

税
理
士
の
方
を
代
理
人
と
し
て
登
録

し
、
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
よ
う

な
仕
組
み
も
導
入
に
向
け
て
準
備
し

て
い
ま
す
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
で
き
る
世
の
中

と
な
れ
ば
、
税
理
士
の
皆
様
の
業
務

の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
税
理
士
や
公
認
会
計
士
の

先
生
方
に
お
か
れ
て
は
、
ぜ
ひ
全
国

の
中
小
企
業
の
相
談
役
と
し
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
相
談
先
と
い
う

〝
受
け
皿
〞
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
特
に
中
小
企
業
の
方

へ
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
と
し

て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

た
書
類
の
保
管
の
た
め
新
た
に
金
庫

を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

話
を
い
ま
だ
に
聞
き
ま
す
が
、
実
際

に
は
鍵
付
き
の
棚
や
引
き
出
し
な
ど

で
十
分
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
必

要
以
上
に
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
対
応
で
十
分

だ
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

し
て
も
順
次
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
表

面
を
身
分
証
明
書
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
が
、
こ
れ
を
身
分

証
と
し
て
利
用
で
き
な
い
と
す
る
企

業
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
各
業
界
の

所
管
省
庁
に
対
し
て
も
周
知
は
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
会
社
規
則
の
改
正

や
窓
口
へ
の
周
知
な
ど
の
対
応
を
早

急
に
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど

新
た
な
利
便
性
を
創
出

こ
う
し
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
国
民
生
活

に
影
響
す
る
よ
う
な
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
は
生
じ
ず
、
比
較
的
円
滑
に
制
度

が
導
入
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況
に
つ
い

て
は
、
申
請
数
が
1
0
0
0
万
枚
を

超
え
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の
も
の
は
行
政
機

関
内
に
お
い
て
名
寄
せ
に
使
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
国
民

の
皆
様
に
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
行
政
機
関

な
ど
の
間
で
情
報
連
携
が
開
始
さ
れ

る
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
活
用
さ
れ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
※
に
よ
っ
て
利
便
性
が
向
上

す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
便
利
だ
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
場
面
も
増
え
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
た
め
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
る

た
め
、
ま
だ
と
い
う
方
は
早
め
に
申

請
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
後
の
大
き
な
動
き
と
し

て
は
、
来
年
7
月
よ
り
行
政
機
関
間

に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
情
報
連
携
、
そ
し
て
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
運
営
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
情
報

連
携
の
開
始
に
よ
っ
て
、
行
政
に
対

す
る
給
付
申
請
等
の
手
続
き
に
つ
い

て
添
付
書
類
が
不
要
に
な
り
、
さ
ら

に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
お
い
て
は
、

税
の
申
告
や
納
付
の
簡
素
化
を
は
じ

め
、
保
育
園
の
よ
う
な
保
育
施
設
の

利
用
申
請
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
っ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

税
の
申
告
の
簡
素
化
の
具
体
例
と

し
て
は
、
所
得
税
の
申
告
に
必
要
な

生
命
保
険
料
の
控
除
書
類
な
ど
に
つ

い
て
、
個
人
が
電
子
的
に
受
け
取
っ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
確
定
申
告
に
利

確
認
に
関
す
る
意
見
が
あ
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
申
請
に
当
た
っ
て
対
面

の
際
は
本
人
確
認
書
類
を
「
提
示
」

す
る
だ
け
で
問
題
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
業
者
が
コ
ピ
ー
の
提
出
を
求

め
て
し
ま
う
と
い
う
事
例
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
税
理
士
の

方
が
報
酬
の
支
払
い
先
に
対
し
て

「
住
所
」
を
提
示
し
た
く
な
い
場
合
に

は
「
氏
名
」
と
「
生
年
月
日
」
の
2

つ
の
事
項
で
本
人
確
認
を
行
え
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
内
閣

官
房
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
周
知
す

る
な
ど
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
対

個人情報の管理方法
一元管理

都道府県

健康保険
組合

ハロー
ワーク

独立行政
法人

日本年金
機構

市町村

共通データ
ベース

（情報の集約・管理）

個人情報を、特定
の機関が保有する
中央のデータベー
ス等に集約し、一
元的に管理を行う

分散管理

ハロー
ワーク

独立行政
法人 都道府県

健康保険
組合

日本年金
機構

市町村

地方税情報

地方税情報

提供

照会

日本年金機構が
市町村に対して
地方税情報の提
供を求めた場合
の例

個人情報は、従来通
り各機関において、
分散して管理を行う

※マイナポータル：行政機関等における自身の情報のやりとりの状況、情報そのものの確認や行政機関等から
のお知らせの受信などができる国民一人ひとりのためのポータルサイト。2017年7月から本格運用開始予定
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扶
養
控
除
等
申
告
書
や

償
却
資
産
申
告
書
の
課
題

平
成
25
年
5
月
に
国
会
で
成
立
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
。
日
本
税
理
士

会
連
合
会
（
以
下
、
日
税
連
）
は
そ

の
目
的
（
行
政
運
営
の
効
率
化
と
そ

れ
に
伴
う
国
民
の
手
続
き
負
担
の
軽

減
な
ど
）
を
理
解
し
、
当
初
よ
り
こ

の
制
度
の
普
及
・
定
着
に
向
け
て
尽

力
す
る
姿
勢
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
税
連
で
は
平
成
27
年
10

月
の
施
行
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
準

備
を
進
め
、
税
理
士
事
務
所
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
準
備
作
業

や
事
務
手
続
の
手
順
、
留
意
事
項
に

つ
い
て
ま
と
め
た
『
税
理
士
の
た
め

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
』
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成

し
、
会
員
向
け
の
研
修
会
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
税
理
士
や
そ
の
顧
問
先
、
さ
ら

に
は
顧
問
先
の
取
引
先
に
対
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
周
知
を
徹
底

で
き
た
か
と
い
え
ば
、
事
は
そ
う
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
万
全
の
準
備
が
で
き
て
い
た

税
理
士
事
務
所
も
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
施
行
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か

と
不
安
が
大
き
く
な
っ
た
先
生
方
も

多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
昨
年
の
年
末
調
整
で
提

出
を
求
め
た
「
平
成
28
年
分
給
与
所

得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
中
に
提
出
を
受

け
る
場
合
、
法
令
上
は
個
人
番
号
の

記
載
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ
く
あ
る

質
問
（
F
A
Q
）
で
は
、
平
成
27
年

中
で
あ
っ
て
も
、
平
成
28
年
分
の
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
税
務
署
提

出
用
）
に
記
載
す
る
た
め
に
個
人
番

号
の
記
載
を
求
め
て
も
差
し
支
え
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
末
か
ら
顧
問

先
の
従
業
員
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

収
集
を
し
た
先
生
方
も
多
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

一
方
、
平
成
27
年
中
の
提
出
を
徹

底
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
を

今
年
の
年
末
調
整
で
行
う
予
定
の
先

生
方
も
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
、
国
税
庁
の
F
A
Q
で
は
「
平

成
27
年
中
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人

番
号
）
の
記
載
の
な
い
扶
養
控
除
等

申
告
書
を
受
領
し
て
い
た
場
合
、
平

成
28
年
以
降
、
従
業
員
に
従
業
員
等

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）
を

補
完
記
入
し
て
も
ら
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
平
成
28
年
分
の
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
税
務
署
提

出
用
）
を
作
成
す
る
た
め
に
、
従
業

員
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

を
取
得
す
る
手
段
と
し
て
、
平
成
27

年
中
に
提
出
さ
れ
た
扶
養
控
除
等
申

告
書
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

の
補
完
記
入
を
求
め
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
28
年
分

の
源
泉
徴
収
票
（
税
務
署
提
出
用
）

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
28
年

末
に
提
出
を
受
け
る
平
成
29
年
分
の

扶
養
控
除
等
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）
を
使
用

す
る
こ
と
と
し
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
に
お
い
て
保
管
さ

れ
る
扶
養
控
除
等
申
告
書
に
つ
い
て

は
、
国
税
庁
の
F
A
Q
に
よ
る
取
扱

い
に
お
い
て
、
昨
年
か
ら
、
給
与
支

払
者
と
従
業
員
と

の
間
で
の
合
意
に

基
づ
き
、
従
業
員

が
扶
養
控
除
等
申

告
書
の
余
白
に

「
個
人
番
号
に
つ

い
て
は
給
与
支
払

者
に
提
供
済
み
の

個
人
番
号
と
相
違

な
い
」
旨
を
記
載

し
た
上
で
、
給
与

支
払
者
に
お
い
て
、
既
に
提
供
を
受

け
て
い
る
従
業
員
等
の
個
人
番
号
を

確
認
し
、
確
認
し
た
旨
を
扶
養
控
除

等
申
告
書
に
表
示
す
れ
ば
、
扶
養
控

除
等
申
告
書
の
提
出
時
に
従
業
員
等

の
個
人
番
号
を
記
載
し
な
く
て
も
よ

い
取
扱
い
や
、
扶
養
控
除
等
申
告
書

を
2
枚
（
個
人
番
号
の
記
載
の
な
い

も
の
と
個
人
番
号
の
み
記
載
し
た
も

の
）
に
分
け
る
取
扱
い
が
認
め
ら
れ

る
な
ど
、
給
与
支
払
者
の
個
人
番
号

に
係
る
安
全
管
理
措
置
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
柔
軟
な

対
応
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
扶
養
控
除
等
申
告
書

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
税
制
改

正
に
よ
り
今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
を
要
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
取

扱
い
が
継
続
さ
れ
、
国
税
庁
は
4
月

4
日
付
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し

た
「
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）
記
載
対

象
書
類
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
改
正

内
容
の
お
知
ら
せ
）」
の
中
で
、
扶

養
控
除
等
申
告
書
等
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
の
特
例
と
し
て
、「
基
本

的
に
は
、
従
業
員
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー（
個
人
番
号
）
を
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
給
与
支
払
者
が
扶
養

控
除
等
申
告
書
に
記
載
さ
れ
る
べ
き

従
業
員
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
又

は
控
除
対
象
扶
養
親
族
等
の
氏
名
及

び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）
等
を

記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
従
業
員
が
提
出
す
る
扶

養
控
除
等
申
告
書
に
は
そ
の
帳
簿
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー（
個
人
番
号
）
の
記
載
を
要
し
な
い

［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
2
］  

日
本
税
理
士
会
連
合
会 

常
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か
ど
う
か
、
番
号
の
正
し
い
持
ち
主

で
あ
る
か
否
か
の
本
人
確
認
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
顧

問
先
の
経
営
者
や
従
業
員
の
制
度
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
制
度
内
容
や
使
途
の
説
明
を
行

い
、
理
解
と
納
得
の
上
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
説
明
を
疎
か

に
し
、
い
き
な
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

提
供
や
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
求

め
る
と
、
先
方
に
「
自
分
の
こ
と
を

信
用
し
て
い
な
い
の
か
」
と
思
わ
れ
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
税
理
士
が
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
取
り
扱
う
中
で
は
、
本
人
確
認

を
行
わ
な
く
て
も
よ
い
場
面
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
代
理
で
行
う
場
合
、
税
理
士
は

納
税
者
本
人
の
代
理
人
と
い
う
立
場

に
な
る
の
で
、
番
号
法
上
の
本
人
確

認
は
必
要
な
い
の
で
す
。
番
号
法
上

の
本
人
確
認
は
、
個
人
番
号
利
用
事

務
実
施
者
や
個
人
番
号
関
係
事
務
実

施
者
が
本
人
ま
た
は
代
理
人
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け
る
場
合

に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
、

代
理
人
で
あ
る
税
理
士
が
本
人
か
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け
る
場

合
に
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の

で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
、

税
理
士
が
納
税
者
の
代
わ
り
に
税
務

署
へ
申
告
書
等
を
提
出
す
る
場
合
に

は
、
税
理
士
は
代
理
人
と
し
て
の
本

人
確
認
を
税
務
署
か
ら
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
納
税
者
の
番
号
確
認
書
類

と
し
て
通
知
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
写
し
等
を
税
務
署
へ
提

示
又
は
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
そ
の
写
し
を
預
か
っ

て
お
く
な
ど
の
対
応
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
き
ち
ん
と
理

解
し
、
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

課
題
や
疑
問
を
集
約
す
る
た
め

相
談
窓
口
を
設
置

こ
の
よ
う
に
今
後
も
実
務
を
積
み

重
ね
て
い
く
上
で
、
判
断
が
難
し
い

点
は
出
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
そ
の
都
度
判
断
し
、
そ
の

情
報
を
共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
課
題
や

疑
問
を
集
約
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

日
税
連
で
は
昨
年
か
ら
15
税
理
士
会

ご
と
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す

る
会
員
相
談
窓
口
を
設
け
、
電
話
や

メ
ー
ル
な
ど
で
質
問
を
受
け
付
け
る

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
税
理
士

会
で
対
応
で
き
な
い
相
談
は
、
日
税

連
に
照
会
し
て
も
ら
い
、
日
税
連
で

も
対
応
で
き
な
い
場
合
は
関
係
省
庁

に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
回
答
を

得
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
実
務
の
中
で

何
か
不
明
な
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
ご
所
属
の
税
理
士
会
の
窓
口
に

問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
数
年
、

税
理
士
に
と
っ
て
は
大
変
な
時
期
が

続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
昨

年
に
は
10
年
ぶ
り
に
個
人
情
報
保
護

法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
29
年
9
月
8

日
ま
で
に
全
面
施
行
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
個
人
情
報
を

よ
り
厳
格
に
取
り
扱
う
必
要
が
生
じ
、

さ
ら
に
は
、
番
号
法
は
個
人
情
報
保

護
法
の
特
別
法
で
す
の
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
取
扱
い
に
も
何
ら
か
の
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
新
た
な
課
題
を
一
つ
ず
つ
着
実
に

解
決
し
て
い
く
た
め
に
も
、
日
税
連

と
し
て
、
国
税
庁
は
も
ち
ろ
ん
、
内

閣
官
房
や
総
務
省
、
自
治
体
な
ど
と

連
携
し
、
税
理
士
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
」
と
発
表
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
5
月
17
日
付
で

源
泉
所
得
税
関
係
に
関
す
る
F
A
Q

を
更
新
し
て
、
昨
年
末
か
ら
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
省
略
に
関
す
る
運

用
上
の
取
扱
い
も
認
め
て
い
ま
す
。

他
方
、
地
方
税
分
野
に
お
い
て
は
、

自
治
体
の
対
応
な
ど
が
遅
れ
た
ケ
ー

ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が

顕
著
に
出
た
の
が
償
却
資
産
申
告
書

に
関
す
る
問
題
で
す
。
地
方
税
法
に

よ
り
、
平
成
28
年
か
ら
償
却
資
産
申

告
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
取
扱
い
が
自
治
体
ご
と
に
異
な
っ

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
記
載
欄
が
な
い
も
の
が
あ
っ
た

り
、
自
治
体
職
員
が
業
務
過
多
等
に

よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
十
分
理

解
で
き
て
い
な
い
面
も
あ
っ
た
た
め
、

現
場
で
は
一
部
混
乱
が
生
じ
て
い
た

よ
う
で
す
。

実
務
の
準
備
と
同
時
に

顧
問
先
へ
の
周
知
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
実
務

は
今
年
の
年
末
に
向
け
て
本
格
的
に

な
っ
て
い
く
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
へ
の
対
応
が
ま
だ
万
全
で
な
い

場
合
は
準
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
、

今
年
の
秋
頃
ま
で
に
は
準
備
を
整
え

て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

既
に
対
応
が
万
全
な
事
務
所
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
改
め
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
顧

問
先
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
周

知
の
徹
底
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
厳

格
に
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
の
再
確
認
で
す
。
当
然
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
特
定
個
人
情
報
で

あ
り
、
必
要
用
途
以
外
に
使
用
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
か
否
か
と
い

っ
た
点
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
記
載
す
る
必
要
が
な
い
と
こ
ろ

に
記
載
し
て
し
ま
う
と
特
定
個
人
情

報
の
提
供
制
限
に
抵
触
す
る
た
め
、

絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

税
理
士
が
万
が
一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
漏
え
い
し
た
り
、
不
適
切
に
扱
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
損
害
賠
償
責
任

な
ど
を
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
る
と
同
時
に
、
顧
問

先
の
大
切
な
情
報
と
事
務
所
へ
の
信

頼
を
守
る
た
め
に
も
、
適
切
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
よ
う
に
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
顧
問
先
の
経
営
者
が
従
業

員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る
際

に
は
原
則
的
に
正
し
い
番
号
で
あ
る
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ミロク会計人会からのお知らせ

た
。M
J
S
も
こ
れ
と
連
動
し
、
ユ
ー
ザ
ー
事
務
所

に
対
し
て
電
子
申
告
協
力
事
務
所
の
申
し
込
み
を

募
集
、
目
標
件
数
に
達
す
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
協
力
事
務
所
の

シ
ス
テ
ム
に
は
電
子
申
告
を
行
っ
た
こ
と
を
任
意

で
報
告
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
は
そ
の
集
計
結
果
を
絶
え
ず
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
、
普
及
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

他
に
も
、
電
子
申
告
の
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
り
、
委
員
会
内
で
電
子
申
告
業
務
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
い
、Q
＆
A
集
の
拡
充
や
普
及

セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
電

子
申
告
か
ら
事
務
所
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ
と
テ

ー
マ
を
広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
促
進
活
動
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
運
用
開
始
か
ら
12
年
、

国
税
庁
が
発
表
し
て
い
る
申
告
件
数
が
示
す
と
お

り
、
電
子
申
告
は
広
く
普
及
し
ま
し
た
。

他
方
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
会
計

事
務
所
業
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

で
は
、
電
子
申
告
の
普
及
促
進
活
動
を
終
息
さ
せ

る
と
と
も
に
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
の
業
務
効

率
化
や
I
T
‐
B
C
P
な
ど
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
対
策
な
ど
、
会
計
事
務
所
の
経
営
・
運
営
に

有
用
な
最
新
情
報
の
収
集
と
発
信
に
注
力
す
る
方

針
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
件
に
つ
い
て

ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
電
子
申
告
の

利
用
状
況
の
報
告
等
、
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

に
よ
る
多
様
か
つ
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
通
じ
た
国
民
生
活
全
般
の
質
向
上
を
図
る
た

め
、
政
府
で
は
「
e
‐
J
a
p
a
n
重
点
計
画

2
0
0
2
」「
i
‐
J
a
p
a
n
戦
略
2
0
1
5
」

等
に
よ
り
電
子
政
府
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
国
税
庁
で
は
電
子
政
府
実
現
の

一
環
と
し
て
、2
0
0
4
年
よ
り
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
電
子
申
告
）
の
立
ち
上

げ
・
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
子
申
告
の
運
用
開
始
後
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

は
国
税
庁
よ
り
要
請
を
受
け
、
連
合
会
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
委
員
会
を
主
管
と
し
て
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
電
子
申
告
の
普
及
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
本
会
会
員
や
M
J
S
の
ユ
ー
ザ
ー

会
計
事
務
所
に
対
し
て
、
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
電
子
申
告
の
実
践
を
呼
び
か
け
ま
し

国税電子申告・納税システムの利用件数

電
子
申
告
普
及
促
進
活
動
の
終
息
に
つ
い
て

「熊本地震」へのお見舞金のご報告と御礼

平成28年熊本地震により被災されました皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

ミロク会計人会連合会は、株式会社ミロク情報サービス（MJS）と連携し、この地震で被災された
MJSユーザー会計事務所様をご支援させていただくことを目的に、平成28年4月25日から平成28年5
月18日までの予定で、全国のMJSユーザー会計事務所の皆様にお見舞金募集の案内をいたしましたが、
期間終盤で延長のご希望をいただくなどの事情により、期間を延長して募集して参りました。

多くの皆様から多額のお見舞金が寄せられ、その総額は7,581,980円となりました。

お寄せいただきました上記お見舞金は、九州ミロク会計人会を通じて被災されたMJSユーザー会計
事務所様の復興にお役立ていただくべく、全額を平成28年5月31日に九州ミロク会計人会に贈呈いた
しました。

略儀ながらご報告かたがた、ご賛同いただきました皆様に心より御礼申し上げます。

ミロク会計人会連合会　会長　平川 忠雄

出典：国税庁「e-Taxの利用件数」より
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「宝物を次世代に」

白山平泉寺の拝殿と
美しい苔の絨毯
（福井県勝山市）

で
は
そ
こ
で
の
鮎
釣
り
を
最
高
の
趣

味
と
し
て
い
ま
す
。

解
禁
日
の
6
月
16
日
か
ら
終
了
の

9
月
30
日
ま
で
、
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
。
竿
1
本
・
加
賀
毛
針
・

鮎
籠
を
持
っ
て
、
空
に
星
が
輝
く
20

時
頃
ま
で
楽
し
み
ま
す
（
な
の
で

用
事
の
な
い
と
き

は
、
16
時
以
降
事

務
所
に
は
い
ま
せ

ん
…
）。
川
の
に

お
い
・
山
の
草
木

の
に
お
い
、
こ
の

故
郷
の
美
し
い
自

然
こ
そ
が
私
の
宝

物
で
す
。

そ
の
宝
物
が
、

2
0
1
5
年
5
月

に
手
取
川
上
流
で

の
土
砂
災
害
に
よ

り
鮎
は
お
ろ
か
、

草
木
で
す
ら
濁
流

に
の
み
込
ま
れ
何

も
か
も
が
全
滅
と

な
り
ま
し
た
。
何

日
も
何
日
も
泥
水

の
川
を
見
に
行

き
、
本
当
に
悲
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
人
が
直
接
手
を
加
え
森
林
を
破

壊
し
た
り
、
人
の
活
動
や
行
動
で
大

気
汚
染
・
水
害
汚
染
な
ど
を
引
き
起

こ
し
た
り
と
、
大
切
な
自
然
を
破
壊

し
て
い
る
の
は
自
分
た
ち
で
は
な
い

か
と
…
。

微
力
で
も
、
こ
の
宝
物
を
守
る
た

め
真
剣
に
自
然
破
壊
環
境
問
題
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
透
き
通
る
川
に
鮎
が
泳

ぎ
、
緑
の
草
木
が
生
い
茂
る
…
。
そ

ん
な
私
の
宝
物
を
子
や
孫
に
残
し
て

い
き
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

手て
ど
り
が
わ

取
川
…
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

名
峰
白
山
を
源
流
と
し
、
石
川
県

白
山
市
を
下
り
日
本
海
へ
と
緩
や
か

に
流
れ
て
い
る
川
で
す
。
私
は
、
白

山
市
鶴
来
町
と
い
う
、
そ
の
川
の
流

域
で
生
ま
れ
育
ち
幼
少
の
頃
か
ら
透

き
通
る
そ
の
川
で
水
遊
び
を
し
、
今

穏やかな手取川のほとりでの鮎釣りは心からリラックスできます

手取川で釣れた鮎です

石川県白山市 　　常山 明夫
北陸ミロク会計人会

　白山平泉寺は、霊峰白山の越前側
登拝口に開かれた白山信仰の拠点寺
院で、今から1300年近く前に、泰澄に
よって開かれたと伝えられています。
　「苔寺」とも呼ばれる境内は、一面に
緑の絨毯が敷かれたような美しさで、体
が癒されます。拝殿は、江戸時代につ
くられた寄棟檜皮葺で、とても風情があ
ります。ぜひ一度訪ねてください。（舟
野 喜代子）
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